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　暑い夏真っ只中ですが、果物達は太陽を浴びておいしく仕上がり
ます。中旬から幸水梨の収穫が始まり、今年もおいしい梨が食べら
れると思います。下旬には毎年、コンテナに入った梨を買いに世羅
町へ行きますが、今から待ちどおしいものです。
　写真は農園の梨を撮ったものです。幸水梨の収穫が終われば豊水
梨の収穫が始まります。これも美味しいですよ。
　早朝に出発して山間部に入ると、ヒヤッとした風が気持ちよく、
道端にはススキの穂が見られ、本当に秋を感じられます。
　世羅町の梨の有名な販売所は、「世羅大豊農園」「ビルネ・ラーデン」

「道の駅世羅」です。コンテナ販売はビルネ・ラーデンです。市場価
格より安く販売しています。もちろん葡萄もあります。
　涼しい朝に、果物を購入に出かけてみてはいかがですか。

「実りの秋 幸水梨」(世羅郡世羅町)令和６年度上期中国地区印刷協議会開催	

　中国地区協議会	中本俊之会長挨拶

　全印工連	瀬田章弘会長挨拶

　全印工連の事業説明	長島文雄事務局長

　各委員会報告

第２回常任理事会・第２回拡大理事会開催	

第１回常設委員会合同開催	

福山支部だより	

事務局だより
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和６年度上期
中国地区印刷協議会開催

～ 周南市で６年ぶりに開催 ～

【中本俊之中地協会長挨拶要旨】
「新瀬田会長のもと新たな飛躍のきっかけ、何らかの方向性が見えてくるよう頑張りましょう！」

　令和６年度上期中国地区印刷協議会が６月 28 日 ( 金 )
午後１時 30 分より、周南市の「ホテルサンルート徳山」
で６年ぶりに開催され、全印工連から、瀬田章弘会長、
長島文雄事務局長及び小島武矢常務理事が、また、中国
五県の各工組から理事長、役員など総勢 32 名が出席した。
　始めに、地元山口県の藤田理事長が、

「山口県でのリアル開催は、前回はコロ
ナ禍前であり本当に久々です。ようこ
そ山口県へ。熱烈歓迎です。今回の地
区協の目的、本番はここからの約４時
間です。
　瀬田新会長をお迎えして有意義で、記憶にしっかりと
刻まれるような地区協になればと思っております。印刷
マーケットがシュリンクするのに比例しまして、組合員
数も減少していく過程で、大役をお引き受けになられた
瀬田会長には頭が下がる思いであります。ですから何と
かこの瀬田体制時代、２期４年ですか。この間に明るい
兆しと言いますか、新たな飛躍のきっかけ、何らかの方
向性がすっきりと見えてきますことを、衷心より祈念を
しているところでございます。本日はどうぞよろしくお
願いいたします。ありがとうございました。」と歓迎の
挨拶をされ始まった。
・本会議の前に　理事長会を開催
　　( 全印工連・各理事長・各委員長等 13 名参加 )

　この山口県工組、周南、徳山での開
催というのは、前回 2021 年に開催予
定でしたが、急遽リモート開催に変更
になったので、2018 年の開催という
ことで、久しぶりに６年ぶりのリアル
開催ということになります。
　久しぶりでは、先月「drupa2024」が開催されており

会議次第
　開会の挨拶　山口県工組理事長　　　　藤田　良郎
　中国地区印刷協議会会長挨拶　　　　　中本　俊之
　岡山県工組　新理事長挨拶　　　　　　味野　浩一
　全印工連会長挨拶　　　　　　　　　　瀬田　章弘
　全印工連事業説明　事務局長　　　　　長島　文雄
　令和６年度全印工連基本方針（テーマ）説明　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬田　章弘
議事
・令和５年度収支報告、令和６年度の予算 ( 案 ) の件
　　報告のとおり承認
・「中国地区印刷協議会運営規程」見直しの件
　　委員会名の変更を承認
・令和６年度下期中国地区印刷協議会開催の件
　　令和７年２月 21 日 ( 金 ) 岡山市で開催を決定
・分科会討議
・分科会報告
　以上を午後５時 30 分に終了した。

ます。ドイツのデュッセルドルフで、５月 28 日から
６月７日まで開催されましたが、やはり中心は自動化。
　AI であったりとか、スマートワークフロー、そう
いうところが話題になったと聞いております。
　私も長いこと drupa に行っていましたが、さすが
に今回は円安もありまして行けませんでした。ただ、
各メーカー、ベンダーさんから言わせますと、「何か
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【瀬田章弘会長挨拶要旨】
「印刷業界こそが、変わらなくてはならない。我々こそが、日本国の地域の発展、繁栄のエンジンとなる！」

予想よりもはるかに上回った契約が取れたよ」と言うこ
ともちらっと聞きました。「ほんまかいの？」と思いま
すが、非常に「17 万人も集まってよかったよ」と言う
話も聞いておりますが、ただ日本人は少なかったという
ことも聞きました。
　いずれにせよ、印刷のオリンピックとしてこの
drupa、非常に新技術というものは、本当にどういうも
のなのかな。恐らく、今月、来月あたりから各メーカー、
ベンダーさんのセミナーも始まると思いますけれども、
いろんな情報が聞ければなと思っております。
　さて、日本のほうは長いことデフレで苦しんでおりま
したが、今年の３月でしたかね。マイナス金利政策の解
除ということで、金融の正常化に一歩踏み出したかなと
いう気分になりました。大企業は６月に総会を行います
が、過去最高益という企業が続出していますし、賃上げ
のほうも、えらい活発なことを言っておりますが、我々
中小印刷業界にとっては、本当に電子メディアのさらな
る進展と言いますか発展に伴って、紙の需要がずっと減
少し続けている。それに加えて、原材料の高止まりであっ
たり、人手不足であったり、そして賃上げ要求があった
りとか、非常に厳しい状況が続いております。
　そんななか、全印工連は今度瀬田新会長のもとで、

「Happy Industry －人々の暮らしを彩り幸せを創る印
刷産業－」を目指す、そういう理念のもと、価格競争で

　先月の総会で、会長職を拝命しまし
た瀬田と申します。どうぞよろしくお
願いいたします。
　最初に、初めてお会いした方もおら
れますので、自己紹介を兼ねていろい
ろお話をします。私の家は、もともと
岐阜県です。
　戦国大名につながって、岐阜県の可児市という所に瀬
田の杜というのがありまして。親戚が調べると、そこに
つながっていたということが分かって、明智光秀の一族
なのです。明智光秀のおじいさんの兄弟ぐらいで、もう
一緒にいまして、戦国時代を一緒に戦ってあちこち転戦
しますが、本能寺の変を起こし、散々の目にあい、一族
たちは四方八方に散り散りになり、中国地方にも逃げた
先祖もいますし、四国に行ったのもいます。
　私の先祖は長野に行き木曽路を逃げて、山梨に行き、何
代かいたみたい。そのあと、関東へ来て。関東は当時、徳
川家康が江戸湾に流れた利根川を、太平洋側に向けた大事
業をしまして、ようやく関東平野が湿地帯から、普通にい
ろんなものができる土地になってきたということで、そこ
に入り込んで一生懸命耕して東京へと。それから数えると、
東京の足立区ですが９代目になります。印刷は親父が始め
まして、ちょうど今 60 年経ったという訳で、皆さんに比

はなしに価値を共に創る「価値協創」というものをみ
んなで作りましょうよ。そして価格の適正化というも
のを、みんなで取り組みましょうよ、ということを言
われておりますし、そのためのエコシステムづくりを
掲げて事業を展開すると聞いております。
　このあと会長のほうからお話がもちろんあると思い
ますし、そういったなかで、我々この中国地区協、組
合は、私はいつもこの席で言わせていただいておりま
すけれども、やはり人と人のつながりだと思っており
ます。プロフィットリーダーを目指すのも、もちろん
良いですけれども、やっぱり組合というのは、コミュ
ニケーション、仲間づくりだと思っております。ぜひ、
皆さんとともにそういった仲間づくりをしながら、あ
の時にこういうことを、こういう人と知り合って、こ
ういうものができたねということが、１つでも２つで
も皆さんの中にできる、そういう地区協であればなと
思っております。
　最後に、今回のこの会議を設営していただきました
山口県工組の皆さん、本当にありがとうございました。
今日１日は皆さまにとりまして、有意義な時間となり
ますことを祈念いたしまして、挨拶とさせていただき
ます。今日１日、長丁場ですけれどもよろしくお願い
いたします。

べたらまだまだ若蔵の新参という感じです。
　私は印刷だけではちょっと面白くなく、自分の制作
会社を 32 ～ 33 歳の時に立ち上げたりとか、今も株
式会社を他にもいくつかと、一般社団法人の経営を２
つぐらいと、NPO 法人をやったりとか、スタートアッ
プをやったりとか、いろんなことを今つまみ食いをす
るようにやっています。東京というと、皆さん取っつ
きにくいのかなと思われるかもしれませんけど、私の
住んでいるのは東京都の足立区という所で、東京で営
業所とかあるとピンと来るかと思いますが、東京の中
で一番恐れられている地域で、23 区の中で平均所得
が常に一番低いのです。一番高い港区に比べると、半
分ですね。そんな所です。
　多いことというと、犯罪発生件数が一番多いです。
大体ワースト３に入っています。犯罪発生件数といっ
ても、知的犯罪とか凶悪犯罪ではなく、大体自転車泥
棒です。私どもは、シェアリングエコノミーですけど、
あと傘も最近シェアリングエコノミーになっている。
そんな地域で、あと給食を払わない親が一番多い。最
近は給食も無料サービスになりましたので、私は良
かったなと思いますが、そのような地域で暮らしてい
ますので、何が言いたいかというと、前任の滝澤さん
は優等生で、私は超不良ですので、言葉も拙いですし
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早口ですので、そのへんはちょっとご容赦いただきた
いなと思っております。
　私は学校を卒業し、「親父の跡を継ぐよ」と思いまし
て。そしたらうちの父が「お前みたいなボンクラは
ちょっと勉強して来い」ということで、大阪に営業の
修行に出ることになりました。その時に勤めたのが今
はハイデルベルグ・ジャパンです。
　そこで営業の修行をし、特殊な担当だったので、西日
本の３分の１ぐらいをぐるぐるぐるぐる回り、印刷会社
だけでも相当な数お邪魔しました。もうハイデルの名刺
があればどこでも入れるので、もうこれはいいチャンス
だとどんどん入りました。飛び込みもしていましたし。
なので、皆さまもいろいろ勉強されていると思いますが、
私もかなり印刷会社を今まで 20 代の頃から見てきたな
という思いでおります。そこから、家業に戻りましたが、
その時思ったのは、印刷会社は大変素晴らしいことを
やっているじゃないですか。文化を支えてきた、各地の
産業も支えていると。その割にはどうも弁護士とか医者
と比べると、地位が低い。その当時聞いたのは、ドイツ
のマイスター制度では、一番評価が高いのはお医者さん、
２番目が印刷だと聞いていましたが、どうもそれと比べ
ると、日本は地位が低いなと。
　私は、自分の会社はやはり社員が幸せになる会社を
作りたいというのが１つ。もう１つは、印刷業界の地
位を向上したい。皆さんと力を合わせて地位を向上し
て、「あぁ、こういう業界でよかったな」と、若い人た
ちが印刷業界に入りたいなと、知り合いの息子さん、
娘さんが印刷会社に入社された時に、「良い会社に入っ
たね」とそう言ってもらえるようなそういう産業にな
りたいなと思いまして、そういう思いで、今もいろい
ろ事業をさせていただいております。
　全印工連のお役目も、私は、皆さんの会社に比べる
と本当にたいした会社じゃなくて、恥ずかしい限りで
すが、たまたま東京に生まれて、東京でいろいろ役員
をやってきたご縁で会長職を拝命しましたが、そうい
う思いで、皆さんと一緒にこの印刷業界の地位を上げ
でいきたい。
　もう１つは、印刷業界こそが、これからあとでお話
をしますが、変わらなくてはいけません。我々こそが、
日本国の地域の発展、繁栄のエンジンとなるだろう、
なれるだろう、そうなりたい、そう思っています。ぜひ、
今日はいろんなお話を後ほどしますが、現実はやはり
厳しいです。ですが、乗り越えていかなければなりま

せんので、これを皆さん、今日いろいろな委員会と報告、
そして懇親会とかでもいろいろお話をさせていただき
ながら、皆さんと一緒に手を取り合って乗り越えてい
きたいと思っておりますので、どうぞ最後までよろし
くお願いします。
　本日はお招きいただきまして、ありがとうございます。

《全印工連の事業説明》
　　　　　　　事務局長　長島　文雄
１．全印工連令和６年度事業計画なら
　　びに組織・委員会機構について
　・委員会等の変更は既に当誌で　
　　報告済み
２．「感動価値創造 magazine Xi [sai]」の発行について
　・６月号から「日本の印刷」に代わり発行済み
３．特定技能の業種追加について
　・３月 29 日、外国人労働者の在留資格、特定技能の
　　対象となる分野の拡大と、既存分野における業務区
　　分の追加の閣議決定が行われ、印刷・製本が経済産
　　業省所管の業務区分に追加され認可がされた
　　( 対象は、全印工連、全国グラビア協同組合、そし
　　て全日本製本組合のいずれかに所属している組合
　　員 )
４．全印工連フォーラムの開催について
　・９月 27 日大阪のスイスホテル南海大阪で開催
　・2025 年は、全印工連創立 70 周年記念行事を開催
　・2026 年は、全日本印刷文化典沖縄大会を開催
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《理事長会》
　中本俊之会長（広島）から、各県工組の事業計画を
説明。

【岡山】就業規則を、今一度整備し、経費削減をしていく。
【鳥取】セミナーの開催、「組合員のためになること」
ということをテーマに掲げて進める。

【島根】官公需対策を県、中央会との打ち合わせを開催
していく。

【山口】今年の営業セミナーは取り止めですが、海峡セ
ミナーを開催する。

【広島】「見えないヒントを読もう」というテーマのもと、
活性化をとにかく目指して、広報はもちろん、この地
区協の開催のあと、常設委員会、そして支部会、それ
から青年部、そういったところの活性をとにかく進め
ていきます。そして、DTP 検定も実施します。

《経営革新マーケティング委員会》
　宇都宮公徳委員長（広島）から、価値創出支援事業
の推進について、経営基盤強化支援事業の推進につい
て、オープンイノベーション事例研究・事例発信など
について報告。依頼で、各地区・県工組における独自
コンテンツ事例の情報収集。BRAIN 導入促進、「共創
ネットワーク通信」の活性化と機能強化、Adobe ライ
センスプログラムの周知・普及があった。

《組織活性化委員会》
　田尾直也委員長（広島）から、
●組織活性化についてのパワーポイント投影を聴講。
●各共済制度の加入状況。
●今年度共済キャンペーン重点工組は鳥取県と山口県。
●事業承継 M&A の支援。
●印刷業経営動向調査ご協力のお願いについての意見
交換内容を報告。

午後６時からは山口県工組主催の懇親会、棟久事務局
長の司会で開催され、赤坂理事の挨拶と乾杯で始まり
大いに盛り上がった。中締めは、次回開催県の岡山県
工組の味野理事長の一本締めで幕を閉じた。

《サステナビリティ・ＣＳＲ委員会》
　竹田圭佐委員長（山口）から、
●今年度の雇用保険料率は、前年度と同じ。
●厚生労働省「社会保険適用拡大のこんなとき！どう
する？手引き」web サイト公開。
●マイナ保険証の利用になり、今年の 12 月２日以降、
従来の保険証が発行されない。
●経済産業省「仕事と介護の両立支援に関する経営者
向けガイドライン」公開。
●厚生労働省「障害者の法定雇用率引き上げと支援策
の強化について」。
●中小印刷業モデル就業規則 2021 の販売、2,980 円。
等の報告。

《教育研修委員会》
　大塚泰文委員長（岡山）から、
●印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験の受講者
が減ってきている。最低でも 15 名いなければ補助金
が出ない。
●技能検定プリプレス (DTP 作業 ) も受験者数が減っ
ている。( 現在、広島県工組で６名受験予定、この地区
協で他県工組にも受験の要請を行った )、あとは今後の
受験方法などを全印工連でも考えてほしいなどの意見
交換内容を報告。

【各分科会の開催及び報告】 

理事長会

経営革新マーケティング委員会

組織活性化委員会

サステナビリティ・ＣＳＲ委員会

教育研修委員会
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【役員会レポート】

第２回常任理事会・第２回拡大理事会・常設委員会を開催
役員改選による新役員・初めての顔合わせ

　７月 10 日 ( 水 ) 午後１時から常任理事会、午後２時
10 分から拡大理事会が広島印刷会館会議室で開催さ
れ、常任理事会には理事長、副理事長、常任理事９名が、
続いて行なわれた拡大理事会には理事、監事 18 名が
加わり 24 名が出席し開催された。
　始めに、中本理事長から「今日はビデオを用意して
おりますが、先日、周南市で行われた地区協に、新し
く会長になられました瀬田会長が来られました。その
基本方針をまず皆さまに見ていただいて、全印工連が
どの方向に進んでいくのか、瀬田会長がどの様な考え
方をしておられるのかなということを共有したくて見
ていただきたいと思います。( これは、全国でも今まで
前例が無いらしく、是非、見せるのは組合員だけに留
めてくれと言うことです )　全印工連も今からどのよう
に進んでいくのか、我々の業界も本当に大変な時期を
迎えているわけで、そういうところを共有できればな
と思います。そして、皆さんの会社にも届いていますが、
全印工連の広報誌「Xi［sai］」、いままでの「日本の印刷」
が変わりました。これも全印工連が新しくどのように
皆さんに情報を伝えるか、瀬田会長になって変わりま
した。そういった意味でも皆さんととにかく情報を共
有していきたいということです。今の地区協で伝えき
れない事、伝わらない事がいろんなところで目につく
と、非常に会長も気にされて皆さんと少しでも距離を
短くしたいという思いでひとつひとつ変えていきなが
ら進めていきたいなと話しておられました。話は変り
ますが、drupa2024 が８年ぶりにリアルで開催され
ました。17 万人の来場者があったということです。昨
日、業界の集まりに行きましたが、いろんな新しい技
術も紹介されておりましたが、やはり POD ですかね、
デジタル印刷というものの非常に進歩が激しい、サイ
ズもB2は当たり前でB1も出ているよ。あと最高スピー
ドが６千回転、まで上がってきているよと、ちなみに
オフセットの平台機が２万２千回転まで上がっている
という話もありましたが、それに加えてロボット化、
無人化、自動化ですね。いろんな仕事をロボットにさ
せるということで、各メーカーもそういうところを重
点的に進んでやっています。という紹介を聞きました。

いろんな意味で技術的にも変わっていきますし、やは
り各メーカーが一番ポイントにおいているのが人手不
足、人がいない、いなくなるということで、いかにし
て省人化というところに趣を置いているかですよ。そ
れも未来を見据えての話ですよ。ということでした。
我々も瀬田会長が今年度一番掲げておられるのが、価
格競争から価値協創へと話をされています。とにかく
仕事も創らねばならないし競争しあうのでは無くて、
お互い創る協創にしていきましょう。印刷業の地位向
上とそして価格を皆さんと上げましょうよ、もう叩き
合うのは止めましょうよ、と具体的に話をされます。
是非、これだけ全てのものが上がっているわけですか
ら印刷料金据え置きというのはあり得ないと思います。
そういったことも含めて皆さんと一緒に、この組合活
動を通してできることできないこといろいろありま
しょうけども、協力し合って進めて行ければなと思い
ます」と挨拶があり、ビデオ観賞をした。その後、議
事に入った。
【議題】
(1) 令和６年度上期中国地区印刷協議会報告について
　　各委員長から報告
(2) 第 18 回 2024 印刷産業夢メッセ開催について
　　2 日目の基調講演とソリューションセミナー
　　広告の申し込み状況について
(3) 組合員異動報告
(4) 役員互助会の会計報告及び会費徴収について
(5) その他
　・スケジュール表
　・中央会からの「令和６年度中小企業労働事情実態
　　調査票」の協力について



（7）　第 456 号令和 6年 8月 1日 い ん さ つ 広 島

本　　社 〒140-8541 東京都品川区東品川3-31-8 TEL 03-5715-7377

www.jp.heidelberg.com/
広島営業所 〒731-0121 広島市安佐南区中須1-1-12-1301号 TEL 082-846-4180

リコージャパン株式会社 PP事業部 中国グループ

〒730-0013
広島県広島市中区八丁堀3－33 広島ビジネスタワー15F

TEL:082-511-2475  FAX:082-511-2702

ネオンイエロー・ネオンピンク・ホワイト・クリア印刷対応
最大360g/㎡の厚紙印刷対応
330.2×1,260mm長尺印刷対応
レザックや封筒など様々な用紙への対応力UP

ビジネスを変革する表現力

【各委員会開催】

第１回　常設委員会合同開催　各委員の仲間 33 名が集まり開催
　令和６年度上期中国地区印刷協議会 ( ６月 28 日周南
市開催 ) を受け、本年度第１回目の各委員会が７月 10
日 ( 水 ) 午後３時 30 分から、広島印刷会館会議室にお
いて開催された。
　この委員会は、所属支部間を越えた組合員同志が、
意見を交わし親睦を図り、交友を増やし信頼を増す場

中本 ・ 木戸 ・ 丸林 ・ 隅川 ・ 林 ・ 小林 ・ 市川
前田　・　宇都宮　・　児玉　　　

花田・瀬尾 ( 寿 )・田村・中川・青木 ( 一 )・大東
当田　・　上田　・　田尾　・　青木 ( 博 )

島田　・　上重
近江　　・　　小田　　・　　松広

寺田・須川・瀬尾 ( 淳 )・高山・堀内・坂井・増田

であり、この厳しい経済情勢の中どのようにして乗り
切るか、また、お互いの業態変革は如何にしているか
など、相互啓発を目的としたもので、まさに組合の原
点です。
　各委員会の内容等は、前ページにて掲載済み、内容
は同じなのでそちらを参考としてください。

経営革新マーケティング委員会

組織活性化委員会

サステナビリティ・ＣＳＲ委員会

教育研修委員会
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事務局だより
◎ 組合のうごき

ガーデンパレス

常任理事会・拡大理事会
常設合同委員会10日

県工組三役会16日

常任役員会19日

全青協正副議長会

常任理事会・支部長会・拡大理事会
夢メッセ報道発表、出展説明会

24日

28日

７
　
月

８
　
月

岐　阜

夢メッセ三役会24日 印刷会館

印刷会館

印刷会館

東　京

【福山支部７月例会】

　７月 24 日 ( 水 )、福山支部価値組委員会の７月（第
244 回）例会。今回は鳥取県工組理事長の綜合印刷出
版 ( 株 ) 田村仁美社長にご講演いただきました。
　何でまた鳥取の？と、実はひょんなご縁がありまし
て。以前、米子の印刷会社の方から、今の理事長は新
しい取り組みを始めてるんだ。zoom でのオンライン
相談会「困っとるだが会議」というのを 1 回 15 分だ
けど、毎週月曜日の午後一番にやってるんだわ。って
お聞きしており、その後たまたま、４月に岡山で合同
印刷機材さんが開催されたプリンテックに田村社長が
ブースを出されてて、お話をする機会があり、お話が
面白くて興味を惹かれ、ぜひ福山で、価値組で田村さ
んの取組をお話して頂けませんか！と、そこからとん
とん拍子に話が進み、実現した次第です。勢いがある
時って、こういうものかと実感しています。
　さて、講演は、「入りたくなる、やりたくなる仕組み
づくり」で、鳥取県の現状、組合の事、会社のこと。
出来るから理事長をやっているのではない。できるか
ら社長をやっているのではない。ただ、そういう巡り
合わせだった。組合も会社もピンチの連続。だからいっ
ぱい考える。仕組みを作る。仕組みとは「そうなるよ
うにする」こと。役割・ルール・目標を「決める」→

決めたことを「やる」→「評価」する→「改善」し続
ける。こう言葉にすると当たり前の事なんですが、『し
続ける』のってホント大変なこと。
　ウチのルールは 110 個あるけど、交通ルールはもっ
とたくさんある。だけどやってるうちにカラダに入っ
てくる。だから行動量を増やす事が肝心なのだと言わ
れ、すごく納得しました。
　組合も会社も、なぜ増える計画が立てられるか。な
ぜ実現できるか。なぜそこまでするのか。それは、、、
というご自身の実体験を元にしたお話は、グッとくる
ものがあり、最後に言われた「問題はこれからも起こ
り続ける。リーダーの仕事はそれをどうするか、なん
です」には身が引き締まるものがあり、振り返って自
分の取組はまだまだだなと反省するばかりでした。
　今回は他地区とは言え同じ印刷業界の方の大切なお話
を伺う事が出来、こんな歳になってではありますが、改
めて、とても勉強になりました。明日からいきなり出来
る訳ではありませんが、先ず始めてみる。それをコツコ
ツ実践していきます。ありがとうございました。（占部）

「入りたくなる、やりたくなる仕組みづくり」 
－ 綜合印刷出版㈱ －

９月は「印刷の月」
メモ帳配布で、世間に印刷業のアピールを！

　今年も例年のとおりメモ帳を作成しました。
しかし、街頭での手渡し配布はコロナ禍が過ぎ
た今でも、配る方ももらう方も今少し抵抗があ
ると思われますので中止といたしました。
　よって、昨年同様各支部等に配布しますので、
福祉関係、病院、各事務所および営業関係等に
配布するなど、各支部で検討して「印刷の月」
をＰＲして使用してください。


